
第 3 回 沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会 
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+沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会設置要綱（案） 

 

 

（設置） 

第１条 沖縄市胡屋・中央地区における交通結節点及びその他周辺整備等（以下「沖縄市

交通拠点まちづくり」という。）に係る沖縄市交通拠点まちづくり基本計画（案）（以

下「基本計画」という。）の策定にあたり、専門的な知見等から幅広く意見聴取を行う

ことを目的として、沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、「沖縄市交通拠点まちづくり」について、様々な観点から検討及び協

議し、意見を述べるものとする。 

 

（委員会構成） 

第３条 委員会は、市長が委嘱し、又は任命する委員をもって構成する。 

２ 委員の任期は、委嘱又は任命された日より沖縄市交通拠点まちづくりに係る基本計画

の策定までとする。 

３ 委員会は別表に掲げる委員をもって構成する。 

 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長と副委員長を各１名置き、委員の互選でこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職

務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 会議の議長は、委員長をもって充てる。 

３ 委員長は、必要があると認めるときには、委員会の会議に委員以外の者の出席を求め

て意見を聞くことができる。 

４ 委員会の会議は、原則公開とする。ただし、委員長は、公開することにより公正かつ

円滑な会議運営に著しい支障が生ずると認められるなど、特別な理由がある場合には、

非公開とすることができる。 

５ 委員長は、やむを得ない理由により委員会を開くことが出来ない場合において、事案

の概要を記載した書面を委員に配布し、その意見を徴することができる。 
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６ 前項の規定により意見を徴した場合、委員長が次の委員会において報告しなければな

らない。 

（代理出席） 

第６条 委員がやむを得ず出席できない場合であって、市長が必要と認めたときは、委員

は代理出席者を会議に出席させることができる。 

 

（基本計画の策定） 

第７条 市は、基本計画の策定にあたり、委員会で聴取した意見を十分に考慮するととも

に、基本構想に反映させるよう努めるものとする。 

 

（検討部会） 

第８条 委員長は、必要に応じて検討部会を設置することができる。 

 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は、沖縄市建設部都市整備室都市交通担当において処理する。 

 

（補則） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別

に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

この要綱は、令和６年１０月２日から施行する。 

この要綱は、令和７年 ●月●日から施行する。 

 

  



別表
分類 役割 所属 役職

委員 琉球大学 名誉教授

委員
琉球大学工学部工学科
社会基盤デザインコース

教授

委員
埼玉大学大学院理工学研究科
環境科学・社会基盤部門

教授

委員 胡屋自治会 会長

委員 センター自治会 会長

委員 中の町自治会 会長

委員 ＮＰＯ法人　まちづくりNPO コザまち社中 理事長

委員 社会福祉法人 沖縄市社会福祉協議会 事務局長

委員 一般社団法人 沖縄市観光物産振興協会 会長

委員 沖縄市一番街商店街振興組合 理事長

委員 沖縄市サンシティ商店街振興組合 理事長

委員 沖縄市センター商店街振興組合 代表理事

委員 コザゲート通り会 会長

委員 コザパルミラ通り会 会長

委員 胡屋大通り会 会長

委員 コザ商店街連合会 会長

委員 合同会社イドムス 代表社員

委員 沖縄商工会議所　中小企業振興部 部長

委員 一般社団法人　沖縄県バス協会 常勤顧問

委員 沖縄バス株式会社 取締役運輸部長

委員 東陽バス株式会社 運輸部部長

委員 株式会社 琉球バス交通 代表取締役

委員 一般社団法人 沖縄県ハイヤー・タクシー協会 事務局長

委員 内閣府沖縄総合事務局 開発建設部　道路建設課 課長

委員
内閣府沖縄総合事務局 開発建設部
建設産業・地方整備課

課長

委員 内閣府沖縄総合事務局 運輸部　企画室 室長

委員 内閣府沖縄総合事務局 南部国道事務所 副所長

委員 沖縄県　企画部　交通政策課 課長

委員 沖縄市　企画部 部長

委員 沖縄市　建設部 部長

委員 沖縄市　経済文化部 部長

内閣府沖縄総合事務局
南部国道事務所　管理第２課

課長

独立行政法人 都市再生機構九州支社
沖縄まちづくり支援事務所 まちづくり支援課

課長

オブザーバー

学識者

市民・
利用者

商業
関係者

行政

交通
関係者
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交通拠点整備基本計画検討業務 
第 2 回 沖縄市交通拠点まちづくり基本計画検討委員会 

 

日時：令和 7 年 3 月 25 日（月）14:00～16：00 
場所：沖縄こどもの国 チルドレンズセンター 2 階 

 

(1) 議事まとめ 

発言者 内容 

琉球バス ・ 沖縄市の文化であるエイサーが出来る広場があると良い。 

センター自治会 
・ 残地活用についてまち側の検討が必要である。建物除却のスケ

ジュール感等共有が必要である。 

委員長 

・ すーじーと広場はセットであることで魅力が高まることから、

これらに留意して取組を進めてほしい。 

・ 交通結節点が道路を挟んで両側になるが、結節点を結ぶ工夫と

して、単純な横断歩道橋ではなく、シンボリックなデッキとす

る必要があるのではないか。 

コザまち社中 
・ まち側の老朽化が深刻化しているため、事業スケジュールや検

討状況について共有が必要である。 

沖縄総合事務局 

南部国道事務所 

・ 胡屋来訪者は地域のコンテンツがわからないという意見があ

るため、コンテンツの発信も含めて検討してはどうか。 
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(2) 議事要旨 

 

1. 開会 

2. 報告 １）前回議事要旨 

発言者 主な質疑・意見 回答・対応等 

委員長 

 
・ 議事要旨についてご意見ある

か。 

 

（一同） 
・ 異議なし。 

 

報告 ２）令和 6 年度取組内容について 

発言者 主な質疑・意見 回答・対応等 

琉球バス 

 
・ 胡屋らしさとして、沖縄市では

エイサーが文化として根付いて

いることから、エイサーもでき

る空間が広場としてあると良い

と考える。 

 
・ バスタ、バスターミナルは法制

度上厳密には異なるため、呼び

方を統一したほうが良いのでは

ないか。 

 
 
・ 循環バスについて、どのバス停

からの乗り降りが多いのか、ど

このバス停なら連携が可能なの

かが分かれば教えて頂きたい。

循環バス事業に関わっているた

め、連携が出来ればよいと考え

ている。 

（事務局） 
・ エイサーは沖縄市の特徴である

ため、広場の創出に向けてご意

見踏まえて検討を進めていきた

いと考えている。 

 
 
・ 市民へ分かりやすく説明するた

めバスターミナルという言葉を

使用していた。今後、事業との整

合を図るため統一させていただ

く。 

 
・ 本資料の分析では、出発地から

到着地の移動需要を示してお

り、移動手段別、バス停別での利

用状況が分かるものではない。 



3 
 

発言者 主な質疑・意見 回答・対応等 

沖縄市観光

物産協会 

 
・ 本検討委員会資料ではバスター

ミナルの検討がない。バスター

ミナル自体は別の検討委員会で

の議論となっているのか。 

 
 
 
 
 
・ 交差点改良事業により建物除却

が始まっているが、これらの進

捗とバスタ事業との関連性につ

いて教えて頂きたい。 

（事務局） 
・ バスタ事業の推進にあたり、沖

縄市の役割分担では、バスター

ミナル周辺のまちづくりとなっ

ている。バスターミナルについ

ては国の方で検討を進めている

が、しっかりと連携しながら進

めていきたい。 

 
（南部国道事務所） 
・ 道路改良事業はバスタと別事業

で推進している事業であり、用

地買収含めて進められているた

め、バスタ事業とタイムラグは

生じてしまう。バスターミナル

の機能検討について市、県とも

連携しながら、事業間の連携に

ついてもできるだけ検討してい

きたいと考えている。 

センター 

自治会 

 
・ 残地活用についてまち側も検討

が必要と考えている。交差点改

良事業による建物除却のスケジ

ュール感を可能であれば教えて

頂きたい。 

（事務局） 
・ 残地活用については市も状況を

把握している。土地の所有者の

話も聞きながら検討していきた

いと考えている。民有地は市単

独で活用方法を判断することが

できないためどういったやり方

があるのか検討していきたい。 

沖縄 

商工会議所 

 
・ 残地活用について、民有地は難

しいという回答であったが、広

場整備などを地域で対応しよう

とする場合の助けとなる補助制

度等は検討されているのか。 

 
・ 地域から声が上がってきた場合

はバスターミナル整備があるこ

とを事前に伝えていきたい。 

（事務局） 
・ 補助制度については現時点では

検討していない。 
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発言者 主な質疑・意見 回答・対応等 

委員長 

 
・ 様々な検討があるが、広場もポ

イントであると考えている。沖

縄ではすーじーが魅力である

が、広場とセットであることで

より魅力が高まるものである。

魅力を高める広場とすーじーに

ついてもどこに創出していくの

か、今後整理して頂きたい。 

（事務局） 
・ ご意見を踏まえて、検討してい

きたい。 

 

3. 議事 １）沖縄市交通拠点まちづくり基本計画（素案）について 

発言者 主な質疑・意見 回答・対応等 

一番街 

商店街 

 
・ 広場の重要性の整理がされてい

るが、基本計画のどこが対応し

ているのか。 

 

（事務局） 
・ 「歩きやすい歩いて楽しい道路

空間の構築」の中で近い形で触

れているが、広場機能としての

記述はないため今後検討してい

きたい。 

委員長 

 
・ 広場を一面的に整備することを

検討するということではなく、

広場は場所によって大きさも機

能も変化するものであることを

踏まえ、まちの中にちりばめる

形が良いと考える。 

 
・ 沖縄市の特徴として看板が挙げ

られる。広場と組み合わせて取

り組んでいただけたらと考え

る。 

（事務局） 
・ 法的な許認可（屋外広告物条例

等）も含めて今後検討していき

たい。 
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発言者 主な質疑・意見 回答・対応等 

沖縄県 

バス協会 

 
・ パークアベニューについて、資

料 3、8ｐにある丸の内中通りの

ような空間を目指す必要がある

のではないか。 

 
・ 国際通りのトランジットモール

のように、時間帯によって車道

空間の使い方の工夫もあるので

はないか。 

（事務局） 
・ ご意見を踏まえて、検討してい

きたい。 

胡屋 

大通り会 

 
・ 胡屋中央地区バスターミナルと

記載があるが、地域への説明は

この文言で話した方が良いの

か。 

 
 

・ バスターミナルの配置につい

て、那覇向け、うるま向けの両方

で検討されているのか。 

（事務局） 
・ 市民へ分かりやすく説明するた

めバスターミナルという言葉を

使用していた。今後、事業との整

合を図るため統一させていただ

く。 

 
・ 昨年度委員会にて、那覇方面、う

るま市方面併せて検討していく

ことで合意を得ている。 

沖縄 

商工会議所 

 
・ 大学との連携について具体の検

討項目があるのか。 

（事務局） 
・ 具体はないが、包括協定を結ん

でいるため、今後連携を見据え

て検討していきたいと考えてい

る。 

沖縄市観光

物産協会 

 
・ ウォーカブルな空間創出に向け

て、コザゲート通りの店舗が基

金を活用して店舗前の休憩スペ

ースを整備されるなどの取組が

進められている。 

 
・ 道路空間の活用にあたり、清掃

などの負担を地域にだけ押し付

けない仕組みづくりを考えて頂

きたい。 

 
 
 
 
 
 
（事務局） 
・ 誰かに押し付けるのでなく、み

んなで好きになるような通りに

なるよう取り組んでいきたい。 
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発言者 主な質疑・意見 回答・対応等 

委員長 

 
・ 国道を横断させるための工夫に

ついて、単純な横断歩道橋では

なく、イベント開催が可能なシ

ンボリックな横断デッキの整備

を基本計画に盛り込めないか。 

 
・ アイディアベースになるが、地

下街というのも考えられる。地

価とすることで将来の鉄軌道地

下駅が出来た際の連携も可能と

なる。 

（南部国道事務所） 
・ 上下線両方整備するか、横断歩

道でどう結ぶかついては検討し

ていきたい。なお、交差点改良事

業とバスタ事業は別であるた

め、計画に盛り込めるかどうか

も含めて検討したい。 

 
（事務局） 
・ 地域と連携した整備に向けて一

体感をどうするか対話しながら

進めていきたい。 

沖縄県 

バス協会 

 
・ バスタ整備について、那覇方面

は国、うるま方面橋の整備とな

るのか。 

（南部国道事務所） 
・ いずれも国による事業になると

考える。必要性については今後

検討していきたい。 

コザまち 

社中 

 
・ 商店街周辺は建物の老朽化が深

刻化しており、バスターミナル

整備のスケジュール感とはあっ

ておらず、まち側は期待半分、不

安半分の状況である。まち側に

対して検討状況について情報共

有が必要と考える。 

（事務局） 
・ 地域からも情報共有が欲しいと

以前から意見をいただいている

中で、会合などに参加させてい

ただいていた。今後はエリアを

広げて商店街全域の方々へも共

有できるような仕組みを構築し

ていきたい。 

沖縄総合 

事務局 

南部国道 

事務所 

 
・ 胡屋への来訪者向けにアンケー

トを実施したところ、どんなコ

ンテンツがあるのかわからない

という意見があった。地域も含

めてコンテンツの発信も基本計

画に含めてはどうか。 

（事務局） 
・ 地域と連携して取り組めるよう

検討していきたい。 

 

 

 



令和7年度取組内容

令和7年10月
沖縄市 建設部 都市整備室 都市交通担当

第3回 沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会
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1. 沖縄市交通拠点整備基本構想策定後の取組状況

2. 業務目的及びスケジュール

3. 実証実験
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1.基本構想策定後の取組状況
• 基本構想策定以降、令和6年度から沖縄市交通拠点まちづくり基本計画の策定に向けて、まちづくり検討委員会、検討委員

会の部会となる地域デザイン検討部会を重ね、地域のまちづくりの視点で議論を重ねている。
• 平行して、機運醸成の取組みとして、地域住民などを対象とした講演会・まちあるき・WSの取組みも進めるなかで意見収集を行

うとともに、大学研究機関等による講演会、調査研究、特別講義などの活動を活用して様々な知見も収集している。

Ｒ
6
年
度

Ｒ
7
年
度

沖縄市交通拠点整備基本構想(R6.6)

沖縄市交通拠点まちづくり基本計画策定（予定）

R6第1回まちづくり検討委員会
(R6.10)

・交通拠点まちづくりの検討の概要
・社会実験

R6第2回まちづくり検討委員会
(R7.3)

・交通拠点まちづくり基本計画(骨子)

地域デザイン検討部会準備会
(R6.11)

R6第1回地域デザイン検討部会
(R7.1)

・地域デザインの展開方針(素案)
・デザインコード(素案)

R7第3回地域デザイン検討部会
(R7.10)

・デザイン検討の考え方
・パブリックスペースの方向性(素案)
・実験計画(案)
・まちづくりから考える交通結節点に必要な機能
(素案)

R7第4回地域デザイン検討部会

機運醸成等の取組み
講演会・まちあるき・WS(R7.2)

・居心地のよいまちづくりの取り組みについ
て講演とWS

機運醸成等の取組み
講演会・まちあるき・WS(R7.9)
・広場を考える 講演会・まちあるき・WS

R7第3回まちづくり検討委員会
(R7.10)

・交通拠点まちづくり基本計画(素案)
・まちづくりから考える交通結節点に必要機能(素案)
・実証実験(案)

R7第4回まちづくり検討委員会
・沖縄市交通拠点まちづくり基本計画策定

計画・交通研究会
主催講演会(R6.7)

・講演会、WS

東京大学研究発表会(R7.3)

計画の推進に向けた継続的な取り組み

機運醸成等の取組み
実証実験(R7.11)

・広場空間創の実証実験
・交流拠点の実証実験
・賑わい創出の社会実験(夜間バス)

「沖縄市交通拠点まちづくり」について、様々な
観点から検討及び協議

交通拠点が地域に根ざした拠点となるよう、
歴史、文化、生活などの多様な視点から

機能やデザインを検討

機運醸成および合意形成手法 大学研究機関等の活動

琉球大学特別講義(R7.8)
・座学、まちあるき、現地調査、

ワークショップ

Ｒ
8
年
度
～
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 本業務では、地域住民や関係権利者等と引き続き合意形成や機運醸成を図りつつ、基
本構想で位置付けた施策の具体化に向けて、関係機関との協議を踏まえ「交通拠点ま
ちづくり基本計画」を策定し、交通拠点まちづくりに向けての手引きとして取りまとめること
を目的とします。

第2回デザイン検討部会

第1回デザイン検討部会（※別業務）

交流機能の検討（別業務）

②コンセプト、機能の検討

①広場空間の調査

引継ぎ

③残地活用した広場検討

①関係者ヒアリングの実施 ③実証実験の実施（10～11月）

調査計画 駐車場調査実施

デザイン検討部会

交流機能の検討

まちなか交流拠点の検討

駐車場機能の検討 駐車場活用方針整理 データ化

講師決定・依頼 講演内容調整 周知・広報 講演会・WS・まち歩き

意見をとりまとめ、実験へ反映

第1回庁内

第1回委員会

第2回

資料作成・事前レク 資料作成・事前レク

反映
委員会意見を各検討へ反映

②コンセプトの検討

※実験準備（大学、まちづくり関係者等調整）

関係者ヒアリング

とりまとめ

とりまとめ

とりまとめ

とりまとめ

④実証実験の実施（10～11月）

計画更新 とりまとめ

第3回

資料作成・事前レク

委員会意見を各検討へ反映
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・位置図・拡大図 
・現況写真 
・広さ 
・所有者（国・県・市・民間等） 

・位置付け(都市計画マスタープラン・地域防災計画等) 
・用途・土地利用（公園・緑地、残地（空き地）等） 
・立地・空間の特性 
・機能(滞留・遊び・サービス(情報提供等)・防災等） 

・施設・設備 
・その他関係する視点(調査
時の利用実態、問題点、
ポテンシャル等) 等 

 

【１）デザイン検討部会の開催】
 交流機能やまちなか交流拠点のコンセプトを整理し、WGメンバーより意見を頂くことを目的に部会

を開催。

【２）交流機能の検討】
①広場空間の調査
 交通結節点における交流機能としての広場空間の導入にあたり、交流拠点まちづくり基本計画検

討範囲における公園等の位置付けを整理するとともに、道路拡幅の用地買収等による残地、バス
タから500m圏の既存の公園・緑地を対象に広場空間の調査（現況把握）。

 広場空間の調査では、将来の広場空間検討及び残地活用検討に資する基礎情報の収集、また、
国総研の「新たなまちづくりの担い手のための広場づくりの手引き（案）」を参考に「立地・空間の
特性」を把握し、カルテ形式で取りまとめ。

＜カルテ記載内容（案）＞
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【２）交流機能の検討】
②広場のコンセプトや機能の検討

 広場の機能・役割（防災、交流、滞留、モビリティハブ、情報発信等）の事例調査を行い、これ
と①での調査内容、他業務で実施が予定されているバス利用者アンケート結果、昨年度の社会
実験のアンケート結果と基調講演（居心地が良いまちにするための７つのルール）・ワークショッ
プ、デザイン部会の意見を踏まえ、コンセプトや有効性を検討。

 広場の立地特性や隣接地との関係性等も考慮しながら、バスタに付随する広場として望ましい機
能や配置、平常時・災害時の空間活用について検討。

③残地を活用した広場の検討

 ①②を踏まえ、各フェーズにおける残地のあり方（活用・空間）を検討。
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【２）交流機能の検討】
④実証実験の実施
 ①②③を踏まえ、広場（残地活用）に関する実証実験を実施し、効果測定。実施にあたっては、

ワークショップ参加者が自分事として活動できるような場の提供、大学の授業や研究室のアイディア
の反映、地元等の主体的な参画等、官民学が連携した体制で実施。
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【３）まちなか交流拠点の検討】

①関係者ヒアリングの実施

 まちなか交流拠点に関わることが想定される官民学それぞれキーマンとなる関係者へヒアリングを実
施。

関係者（案） ヒアリング内容（案） 
琉球大学 

地域連携推進課 
 地域包括協定を活かした大学との連携手法について調整 

（※2018 年に沖縄市と琉球大学で地域包括協定締結） 
コザ商店街連合会  ②コンセプトの検討、③実証実験の実施にあたり、地域のニーズ把握、実施体制の

構築、運営手法等の調整 
 残地（民地）へのアプローチに関する相談 

イドムス 
コザまち社中 

沖縄市 経済文化部 
商工振興課 

 ②コンセプトの検討、③実証実験の実施にあたり、行政側のニーズ把握、実施体制
の構築、運営手法等の調整、助言等 

沖縄総合事務局 開発建設部 
南部国道事務所 

 残地（国道用地）の活用に関する調整 

東京大学 羽藤教授 
（地域デザイン検討部会⾧） 

 ②コンセプトの検討、③実証実験の実施にあたり、全国の知見を活かした助言 
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【３）まちなか交流拠点の検討】

②コンセプトの検討

 まちなか交流拠点の実現に向けて、交流拠点の有効性やコンセプト、実施体制等を検討。

 検討にあたっては、全国でアーバンデザインセンターに関する知見を有する東京大学羽藤教授の
助言を頂きながら検討。

③実証実験の実施

 ①、②の検討を踏まえ、実証実験及び効果測定。

 実証実験に向けて、まちなか交流拠点となる場所を胡屋・中央地区内から選定し、官民学が連
携可能な空間を創出します。まちづくりに関する様々な取組を検討し、実行できる体制構築を目
指す。

 大学生によるまちづくりへのアイディアを、「交流機能の検討」の残地活用や実証実験へ反映する
等の連携も検討。また、大学生のまちづくりへの関心を高めるための取組も検討。
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【４）駐車場機能の検討】

 胡屋・中央地区における既存駐車場の現
状調査（駐車台数、規模、時間帯、場所
等）を行い、交通拠点の駐車機能として、
活用可能性のある適地を整理し、バスタ周
辺の駐車機能を整理。
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 基本計画（素案）で整理した取組、スケジュール、役割等の更新にあたり、関係機関から適切に
意見収集できるよう、意見収集シートを事前配布し意見を収集します。収集した意見を踏まえ、必
要に応じて個別ヒアリングの実施。
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■講演会・ワークショップ

 「まち歩き」「講演会」「ワークショップ」を一体的に実施した。 ２)④の実証実験と連携しワーク
ショップの意見を試行するフィールドを用意することを検討。
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■空地等を活用した広場の実験

 胡屋北交差点改良事業の進捗に伴う空地などを活用し、当該エリアに必要とされる必要機能の
一つである広場の在り方について実証実験を行うものとする。

 休日昼間の賑わい創出などの観点から、2ケースの実証実験を行うものとする

ケース1:令和7年11月22日（土）

広場実証実験＋地域イベント

(ミュージックマルシェ+沖縄国際カーニバル)

ケース2:令和7年11月23日（日）

広場実証実験のみ
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■交流拠点機能の実験

 大学等と連携を行い当該エリアのまちづくりをテーマとした特別講義の実施、商店街の空き店舗を
活用（場所は調整中）した交流拠点の実証実験を行う。

 広場の実証実験との連携を図り、実証実験の事務局としての活用も図る。



14

■夜間バス実証実験

 今年度11月から令和8年1月までの3ヵ月間、毎週土曜日を対象に、23時に那覇方面及び北
谷・嘉手納・読谷方面に運行する夜間バスの実験を実施する予定。



沖縄市交通拠点まちづくり基本計画
（素案）

令和7年10月
沖縄市 建設部 都市整備室 都市交通担当

第3回 沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会
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１ 目的と位置付け
２ 対象区域
３ 計画の方針と施策
４ ロードマップ

１．沖縄サントリーアリーナ方面
２．沖縄こどもの国方面
３．一番街・八重島方面
４．沖縄市役所・コザ方面
５．ウォーカブル

５ まちづくりから考える交通結節点に必要な機能
６ 推進体制
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•

•

•
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ウォーカブルエリア
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○コザらしさを育む ～地域の魅力向上～
• ⾧く滞在してもらえる安心感のある場所の創出
• コザが有するユニークな歴史・文化・雰囲気に魅力を感じて訪れてもらえる

場所の創出
• 住みたいと思う人が暮らせる場所の創出
• 様々な人のための交流、憩いの場の創出
• 地域イベントにも活用できる賑わい創出のための溜まり空間の創出
• 商店街と連続する徒歩空間を活用した魅力の創出
• 誰もを受け入れ歓迎する空間（ゲート等）の演出

○まちを巡る ～地域内の回遊性向上～
• 市内各所を巡る、バス（路線、循環、シャトル）、タクシー、その他交通手段（シェ

アサイクル、高齢者用乗り物、観光用乗り物 等）との連携
• 歩いて巡る、ウォーカブル空間等の創出
• 全ての人にとって居心地の良い空間となるバリアフリー・ユニバーサルデザインの推進

○繋がる往来 ～都市間のアクセス機能の向上～
• 那覇市と沖縄市を結ぶ軸となる基幹バスシステムとの連携
• 路線バス、観光バス、高速バス、タクシー等との連携
• まちづくりと連携した駐車場施策の促進
• 行先が分かりやすい乗降場、上屋、待合所、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ、ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ等

の整備

○まちの顔 ～沖縄市が持つ個性的な空間づくり～
• 国際色豊かで地域と調和した街並みの形成
• KOZA（戦前・戦後の記憶、琉米文化等）が感じられる空間の形成
• 沖縄市独自の景観を活かした玄関口にふさわしい空間の形成

（国道330号、パークアベニュー、ゲート通り 等）

○安心を紡ぐ ～防犯・防災機能の向上～
• 防災情報（警報、注意報等）や交通機関の運行情報等の情報発信
• 帰宅困難者の避難場所として、交通拠点及び周辺公共空間の活用
• 安全・安心なまちの創出（防犯・交通安全）
• 沖縄サントリーアリーナとの連携 ・Wi-Fi等、災害時・緊急時の通信手段の確保
• 無電柱化 ・公共空間等を活用した防災訓練
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１．沖縄サントリーアリーナ方面 ３．一番街・八重島方面

２．沖縄こどもの国方面 ４．沖縄市役所・コザ方面

c.アクセス機能の向上

a.歩行者・多様な移動手段を
中心とした回遊ルート

歩行者を中心とした
回遊ルート

５．ウォーカブルエリア

e.誰もが楽しめる居
心地いい環境の創出

胡屋・中央地区交通結節点

観光バス・
高速バスとの連携

c.アクセス機能の向上

h.沖縄こどもの国へ訪れやすい環境、にぎわいの創出
f.まちの個性を生かし

たにぎわいの創出

d.安心して暮らせる
場所の創出

d.安心して暮らせる
場所の創出a.歩行者・多様な移動手段を

中心とした回遊ルート

g.スポーツを楽しみ、
盛り上げる環境の創出

d.安心して暮らせる
場所の創出

観光バス・
シャトルバスとの連携

市の玄関口にふさわ
しい空間の創出

f.まちの個性を生かし
たにぎわいの創出

沖縄サントリーアリーナ

コザ十字路

i. 防災機能を向上

i. 防災機能を向上

i. 防災機能を向上

i. 防災機能を向上
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①

②

③
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•

•
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•
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•

•

•
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•
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•

•

•

•

•

•
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•

モビリティハブ

• 「モビリティハブ」とは、様々な交通モード（小型モビリティ、電動キック
ボード、電動アシスト付自転車、ＥＶバイク等）の接続・乗り換え拠
点を指している。
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•

•

•

•

•

•

•
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•

•

•

•
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•



21

•



22

•



23

•

•

•

•

•
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•

お絵描きワークショップ

沿道空地を活用した滞留空間 パラソル・イス・テーブル

スタンプラリー
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•
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•

•

•
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•
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•
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•
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•
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•
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•
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•
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基幹バス

1000m1500m2000m 500m

沖縄サントリーアリーナ

沖縄南IC

胡屋・中央地区交通結節点

中の町小学校

コザミュージックタウン

観光バス・高速バスとの連携

0m 500m250m

g.スポーツを楽しみ、盛り上げる環境
の創出
【施策案】
・スポーツイベント等
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり 等

至那覇市

至うるま市

立体駐車場

レフ沖縄アリーナ

中の町自治会

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・シャトルバス乗り場整備
・タクシー乗り場整備
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備
・バス停の整備 等

f.まちの個性を生かしたにぎわいの創出
【施策案】
・宿泊施設の誘致
・商店街への誘客や交流促進
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・昼の賑わい創出（販売店（日用品）、飲食店（カフェ））
・駐車場の整備、更新、連携 等

b.歩行者を中心とした
回遊ルート
【施策案】
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・ベンチ等小休憩場所の整備 等

a.歩行者・多様な移動手段を
中心とした回遊ルート
【施策案】
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・自転車等の走行空間整備

d.安心して暮らせる
場所の創出
【施策案】
・区画整理事業
・生活道路対策 等

循環バス・シャトルバスとの連携

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備
・バス停の整備 等

d.安心して暮らせる
場所の創出
【施策案】
・生活道路対策 等c.アクセス機能の向上

【施策案】
・タクシー乗り場整備
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備 等

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備 等

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・タクシー乗り場整備
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備
・バス停の整備 等

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・モビリティハブの設置
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備 等

拠点
整備予定の拠点
公園等（休憩施設）

①沖縄サントリーアリーナ方面 １．スポーツを楽しみ、盛り上げる環境の創出
２．まちの個性（商業・文化・歴史）を活かしたにぎわいの創出
３．安心して暮らせる環境の創出

e.誰もが楽しめる居心地いい環境の創出
【施策案】
・乗り継ぎ利便性向上、待合環境の充実化
・商店街と拠点の連携によるにぎわい創出
（周辺エリアの情報発信 等）
・まちなか交流拠点の創出
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②沖縄こどもの国方面 １．沖縄こどもの国へ訪れやすい環境、にぎわいの創出
２．安心して暮らせる環境の創出

緑の回廊軸
（くすの木通り）他施設と連携

（循環バス・シェアサイクル等）

胡屋・中央地区交通結節点

コザミュージックタウン

諸見小学校

コザ中学校

沖縄こどもの国

沖縄市役所
1000m

1500m

500m

0m 500m250m

至那覇市

a.歩行者・多様な移動手段を
中心とした回遊ルート
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・自転車等の走行空間整備

h.沖縄こどもの国へ訪れやすい環境、にぎわいの創出
・県外・海外からの観光客誘致
・日本一ユニークな施設への整備拡充他施設と連携

（循環バス・シェアサイクル等）

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備
・バス停の整備 等

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備 c.アクセス機能の向上

【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備
・バス停の整備

d.安心して暮らせる
場所の創出
【施策案】
・生活道路対策 等

拠点
整備予定の拠点
公園等（休憩施設）

基幹バス

胡屋泡瀬線街路事業

e.誰もが楽しめる居心地いい環境の創出
【施策案】
・乗り継ぎ利便性向上、待合環境の充実化
・商店街と拠点の連携によるにぎわい創出
（周辺エリアの情報発信 等）
・まちなか交流拠点の創出
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③一番街・八重島方面 １．まちの個性（商業・文化・歴史）を生かしたにぎわいの創出
２．安心して暮らせる環境の創出
３．市の玄関口にふさわしい空間の創出

基幹バス

1000m

1500m

500m

2000m

コザ

八重島団地

0m 500m250m

至那覇市

至うるま市

越来小学校

美来工科高校

1000m

市の玄関口にふさわしい空間
（国道330号、ゲート通り、パークアベニュー）

ＢＣコザ

沖縄市民会館

沖縄商工会議所

胡屋・中央地区バスターミナル

d.安心して暮らせる場所の創出
【施策案】
・生活道路対策

f.まちの個性を生かしたにぎわいの創出
【施策案】
・宿泊施設の誘致
・商店街への誘客や交流促進
・パークアベニュー整備事業（対面2車線化）
・昼の賑わい創出（販売店（日用品）、 飲食店（カフェ））等

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・駐車場の整備、更新、連携
・バス等駐機場の整備

d.安心して暮らせる場所の創出
【施策案】
・生活道路対策

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備 等

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・モビリティハブの設置
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備 等

a.歩行者・多様な移動手段を
中心とした回遊ルート
【施策案】
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・自転車等の走行空間整備
・ベンチ等小休止場所の整備（ゲート通り、パークアベニュー） 等

拠点
整備予定の拠点
公園等（休憩施設）

e.誰もが楽しめる居心地いい環境の創出
【施策案】
・乗り継ぎ利便性向上、待合環境の充実化
・商店街と拠点の連携によるにぎわい創出
（周辺エリアの情報発信 等）
・まちなか交流拠点の創出

八重島公園

f.まちの個性を生かしたにぎわいの創出
・公園を活用したイベント
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④沖縄市役所・コザ方面 １．まちの個性（商業・文化・歴史）を生かしたにぎわいの創出
２．安心して暮らせる環境の創出

基幹バス

沖縄市役所

胡屋・中央地区交通結節点

1000m

1500m

500m

コザ

0m 500m250m

至うるま市

コザ高校

d.安心して暮らせる
場所の創出
【施策案】
・区画整理事業
・生活道路対策

f.まちの個性を生かしたにぎわいの創出
・公園を活用したイベント

d.安心して暮らせる
場所の創出
【施策案】
・歩行者に配慮した道路空間
・生活道路対策

拠点
整備予定の拠点
公園等（休憩施設）

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・モビリティハブの整備
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備

c.アクセス機能の向上
【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備 等

f.まちの個性を生かしたにぎわい
の創出
【施策案】
・商店街への誘客や交流促進
・昼の賑わい創出（販売店（日用品）、
飲食店（カフェ））等

a.歩行者・多様な移動手段を
中心とした回遊ルート
【具体的な取組例】
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくり
・自転車等の走行空間整備

b.歩行者を中心とした
回遊ルート
【施策案】
・歩きやすい、歩いて楽しい道路空間づくりc.アクセス機能の向上

【施策案】
・ｼｪｱｻｲｸﾙ等ポート整備
・バス停の整備 等

d.安心して暮らせる場所の創出
【施策案】
・生活道路対策

e.誰もが楽しめる居心地いい環境の創出
【施策案】
・乗り継ぎ利便性向上、待合環境の充実化
・商店街と拠点の連携によるにぎわい創出
（周辺エリアの情報発信 等）
・まちなか交流拠点の創出
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• 沖縄市は、交通ターミナル・道路・まちのつながりに配慮し、歩行者、自動車等交通、利用者サービルの空間のバランスに留意し、
最適な空間づくりを検討を行う。

• 交通空間は、交通の需要動向、他拠点との接続性、まちづくりの拡張性など、まちの活力を創出するための拠点づくりとなる役割
を踏まえ、必要な機能の検討を行う。
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• 胡屋交通結節点の交通機能は、単なる乗降場ではなく、まちづくりの核としての役割を担います。那覇・うるまを結ぶ基幹バス、
市内循環や他市町村との接続強化による夜間バス、アリーナシャトル、観光バスなど多様な移動を支えることで、住民の日常と
観光・イベントをつなぐ拠点となります。

• また、上下線を結ぶ空間を交流や案内の場として活かし、ゲート通りやくすの木通りとの連続性を高めることで、まちの活力を生み
出す交通拠点にふさわしい歩行者空間と賑わいを創出します。交通を「地域体験」として設計することにより、利便性と魅力を両
立したまちの顔を形成することが必要です。

①まちづくりから考える交通機能

機能 内容 まちづくり的意義 基本計画

基幹バスとの連
携

• 那覇向け、うるま市向けを分離配置。基幹
バス路線網との交通結節点に位置付け

• 沖縄本島東西軸の要衝として、広域移動と市内
生活をつなぐ都市拠点の核となる

繋がる往来

路線バス、市内
循環・夜間・シャ
トルバス対応

• 路線バス、循環バス、夜間バス、シャトルバス
など多様な市内外交通への対応

• 市民の生活利便性を高めるとともに、夜間経済
やアリーナ来訪者の回遊を支援

まちを巡る

施設間を円滑に
繋ぐ

• 施設間を円滑に繋ぐ機能 • 単なる移動動線にとどまらず、人が集い滞在する
公共広場として都市活力を生む

コザらしさを
育む

多様な移動手
段への対応

• 自転車、タクシー、シェアモビリティ、徒歩など
との円滑な接続

• 交通の多様化に対応し、環境負荷低減や多世
代利用を促進する柔軟な都市交通拠点

まちを巡る

観光バス対応 • 一時待機・乗降スペース整備。観光客への
案内・動線の確保

• 観光客の快適な来訪を支え、商店街や文化施
設への誘導による地域経済活性化を促進

繋がる往来

歩行回遊性の
確保

• 南北（ゲート通り）・東西（くすの木通り）
軸やパークアベニュー通り等と連携し、回遊
性を強化

• 都市軸をつなぐ交点として、回遊性とにぎわいを
創出する「まちの玄関口」を形成

繋がる往来
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• 胡屋交通結節点の交流等機能は、音楽や舞台芸術など地域文化を発信する場であると同時に、商店街や観光資源と連動し
た賑わいを創出する拠点であることが必要とされてます。

• 市民や学術団体をはじめとする様々なプレイヤーが関わる運営や、子育て・高齢者にも配慮した居場所づくりにより、多世代に親
しまれる公共空間を形成することが必要とされてます。

• 地域デザイン部会におけるデザインコードなどを踏まえた景観形成の取組みも踏まえつつ、交通結節点にふさわしいまちの顔をつく
ることが求められてます。

機能 内容 まちづくり的意義 基本計画

歩行回遊性の
確保

• 南北(ゲート通り)・東西(くすの木通り)軸やパー
クアベニュー通り等と連携し、回遊性を強化

• 都市軸をつなぐ交点として、回遊性とにぎわいを
創出する「まちの玄関口」を形成

繋がる往来

多様な文化との
連携発信機能

• ミュージックタウン等と連携し、野外演奏やスト
リートライブなどの展開の場

• 地域文化を発信する小劇場的空間などの要
素を取り入れるなど、多様な表現活動を支援の
場

• 他多様な地域資源の案内・発信

• 胡屋らしい音楽文化を可視化し、若者や来訪者
を巻き込んだにぎわいと地域アイデンティティを強
化

• 音楽に加え多様な文化芸術を発信することで、
地域全体の文化厚みと交流の幅を広げる

• 観光客の理解と回遊を促し、地元商店街や文
化施設との接点を強化

繋がる往来

市民参加、教
育・研究機関
連携機能

• 市民や団体が参画する運営体制
• 学術団体等と連携し、社会実験や調査研究、

空間運用の実践を展開

• 公共空間を「地域のまちづくり」や「学びと実践の
場」として位置づけ、次世代人材や知的資源を
地域に循環

コザらしさを
育む

スポーツ交流機
能

• アリーナ・運動公園と連携し、試合・イベント来
訪者の交流や体験の場を提供

• スポーツ観戦やイベントを契機に人の流れを生み、
地域全体の賑わいにつなげる

コザらしさを
育む

子育て・家族対
応機能

• 子育て対応、親子で安心して利用できる環境
整備

• 子育て世代が安心して滞在できる環境を整える
ことで、多世代が集う持続的な公共空間を形成

コザらしさを
育む

景観形成機能 • 都市軸の玄関口としての象徴性と商店街との
連続性。「コザらしさ」を反映した景観形成

• 「コザらしさ」を取り入れた景観により、地域らしさと
都市的魅力を両立させる

まちの顔

②まちづくりから考える交流等機能
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• 胡屋交通結節点の防災機能は、災害対応にとどまらず、まちづくりの基盤として重要です。老朽建物が多い商店街周辺に安全
な一次滞在空間を確保することで、日常の安心感を高め、地域居住や来街の促進につながります。

• また、平常時は広場や交流空間として活用し、非常時には物資集積や仮設施設へ転用できる多目的性を持たせることで、公
共空間の価値を最大化します。

• さらに、電力や通信などの防災インフラを備え、公民館や防災会と連携した訓練・啓発を重ねることで、地域の共助体制を育み、
持続可能なまちづくりを支える拠点となります。

③まちづくりから考える防災機能

機能 内容 まちづくり的意義 基本計画

一次滞在機能
の確保

• 商店街など老朽建物密集地に隣接する広
場を避難場所として整備

• 日常的な安心感を提供し、来街や居住継続を
支える

安心を紡ぐ

空間の防災活
用

• 平常時は交流・賑わい空間、非常時は物資
集積に転用可能

• 公共空間の二重利用により、維持管理コストを
軽減し活用度を高める

安心を紡ぐ

防災インフラ整
備

• 太陽光発電、蓄電池、非常用照明、Wi-Fi、
掲示板、仮設トイレ等

• 日常的には快適性・利便性を提供し、災害時は
即応可能

安心を紡ぐ

地域連携・訓練
体制

• 公民館・防災会・地域団体と協働した避難
訓練や啓発活動

• コミュニティの結束を強化し、共助型まちづくりを推
進

安心を紡ぐ

建物倒壊リスク
対応

• 老朽化建物の多いエリアの安全確保を踏ま
えた空間整備

• 商店街再生や都市更新と一体的に進めることで、
災害に強いまちづくりを促進

安心を紡ぐ
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沖縄市交通拠点まちづくり検討委員会

【主な役割】
・交通拠点と連携した周辺まちづくりの検討推進

【事務局】
・沖縄市

胡屋地区交通結節点整備検討委員会

【主な役割】
・全体取りまとめ・総括
・各検討会での議論を踏まえた交通拠点に導入すべき
具体機能の検討

【事務局】
・沖縄市、沖縄県、沖総局、南部国道事務所

沖縄県公共交通活性化推進協議会

沖縄県地域公共交通協議会

【主な役割】
・基幹バスシステムの導入、バスレーン
・沖縄県地域公共交通計画の作成・実施

【事務局】
・沖縄県

連携 連携

連携

第1回:R6.10
第2回:R7.3

第1回:R6.10 第2回:R7.3
第46回:R6.9 第47回:R7.3

第3回:R7.1

下部組織:デザイン検討部会 等


